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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　背景と、前記背景上に分散された複数のシンボルとを含む、少なくとも１つのマップを
表示するためのユニット（１４）と、
　ユーザがマップの見え方を選択することを可能にするための選択インタフェース（１６
、１８、１９、１９Ａ）と、
　前記選択インタフェース（１６、１８、１９、１９Ａ）を用いてユーザによって行われ
る見え方の選択に応じて、マップの見え方を変更するために表示ユニット（１４）を制御
するための制御手段（２０）とを備えるワークステーション（１０）であって、
　前記選択インタフェースが１つのシンボルのサイズを選択する手段（１９）を含み、
　制御手段（２０）が、マップの背景の縮尺を変更することなく、表示ユニット（１４）
が選択されたサイズに応じて、各シンボルのサイズを変更するように構成されており、
　シンボルがタイプによって分類されていることと、選択インタフェース（１９）がシン
ボルのタイプ毎に別々にサイズを選択する手段を含むことと、制御手段（２０）が、マッ
プの背景の縮尺を変更することなく、表示ユニット（１４）が所与のシンボルタイプのす
べてのシンボルのサイズを、そのシンボルタイプのために選択されたサイズに応じて変更
するように構成されていることとを特徴とする、ワークステーション（１０）。
【請求項２】
　各シンボルが、一組のピクセルマトリックスに関連付けられており、前記ピクセルマト
リックスの各々は外観が同じで異なる寸法を有するシンボルに対応しており、制御手段（
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２０）が、前記サイズを選択する手段により選択されたサイズに応じて前記一組のピクセ
ルマトリックスのうちの１つのピクセルマトリックスを表示するために、表示ユニット（
１４）を制御するように構成されていることを特徴とする、請求項１に記載のワークステ
ーション。
【請求項３】
　前記選択インタフェースがマップ内の領域を選択する手段（１９Ａ）と、前記選択され
た領域に分散されたシンボルのサイズを変更することなく、マップ内の選択された領域の
背景の縮尺を変更する手段とを含むことを特徴とする、請求項１または２に記載のワーク
ステーション。
【請求項４】
　選択手段（１９）が、各シンボルのサイズの変更を所定のステップで行うことにより、
各シンボルのサイズの選択を行うことを可能にすることを特徴とする、請求項１から３の
いずれかに記載のワークステーション。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、背景と背景に分散された一組のシンボルとを含む少なくとも１つのマップを
表示するためのユニットと、ユーザがマップの見え方を選択することを可能にするための
インタフェースと、選択インタフェースを用いてユーザによって行われる見え方の選択に
応じて、マップの見え方を変更するために表示ユニットを制御するための制御手段とを含
むタイプのワークステーションに関する。
【背景技術】
【０００２】
　マップが表示されることを可能にする多くのワークステーションは、すでに表示されて
いるマップの小さな地帯を拡大することによって、または反対に、はじめに表示されたマ
ップの一部分に関連した視点を拡大することによって、マップのスケールを変更するため
の手段を含む。そのような手段は通常、「ズーム」機能の提供と呼ばれている。
【０００３】
　前記手段は、特に移動遠距離通信ネットワークを最適化するためのワークステーション
で、とりわけ便利である。最適化手段によって表示されるマップはその後、例えば様々な
ネットワークの基地局に関連したセルとともに、地域に設置された無線放送手段を提供す
る。
【０００４】
　実際にはマップは、地上の移動遠距離通信要素の位置に対応する正確な位置で背景に分
散されたシンボルとともに、地上の地勢を描く背景から成り立っている。
【０００５】
　一例として、シンボルは十字形、円形、正方形、三角形などの単純な幾何学的形状によ
って、またはそうした単純な形状の組合せによって、または実際に、丸、三角形、四角形
の輪郭の中に含まれた文字または頭字語によって形成されることが可能である。
【０００６】
　ワークステーションに表示されるマップのスケールを変更する場合、ワークステーショ
ンはまた、表示されるシンボルのサイズと、シンボルが現れるマップの背景のスケールと
が対応する方法で変更されるようにもする。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、マップのスケールが小さい場合、背景に示されるシンボルは非常に小さく
、特定の環境下では、それらは互いに区別されることができない。オペレータがシンボル
を含むマップの領域を拡大することによって、シンボルをよりはっきりと識別しようとす
る場合、確かにシンボルはよりはっきりと見えるようになるが、ワークステーションによ
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って表示されるマップの一部は非常に小さく、拡大されたシンボルのごく近くの周囲に制
限される。特に移動電話ネットワークを構成するためにワークステーションを使用するオ
ペレータは、ネットワークの非常に小さな一部しか示されないことから、そのとき非常に
苦労させられる。
【０００８】
　したがって本発明の目的は、局所的にマップを拡大するために現在ワークステーション
に提供されている手段の欠点に対する解決法を提案することであり、この解決法はマップ
の大きな範囲を見えるようにしながら、見易さを改善するために役立つ。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　このために本発明は、前記インタフェースが少なくとも１つのシンボルのサイズだけを
選択するための手段を含み、制御手段が、マップの背景のスケールを変更することなく、
表示ユニットが選択されたサイズに応じて、シンボルまたは各シンボル（ｔｈｅ　ｏｒ　
ｅａｃｈ　ｓｙｍｂｏｌ）のサイズを変更するように構成されていることを特徴とする、
上で指定されたタイプのワークステーションを提供する。
【００１０】
　特定の実施形態で、ワークステーションは以下の特徴のうちの１つまたは複数を含む。
　・シンボルはタイプによって分散され、インタフェースは各タイプのシンボルのために
別々にサイズを選択するための手段を含み、制御手段は、マップの背景のスケールを変更
することなく、表示ユニットがそのシンボルタイプのために選択されたサイズに応じて、
所与のシンボルタイプのすべてのシンボルのサイズを変更するように構成されている。
　・シンボルまたは各シンボルは、同じ見え方と異なる寸法とを有する一組のピクセルマ
トリックスに関連しており、制御手段は、選択されたサイズに応じてピクセルマトリック
スのうちの１つを表示するために、表示ユニットを制御するように構成されている。
　・前記インタフェースは、マップの領域を選択するための手段と、前記選択された領域
に分散されたシンボルのサイズを変更することなく、選択されたマップの領域の背景のス
ケールを変更するための手段とを含む。
　・選択手段は、シンボルまたは各シンボルのサイズが所定のステップで選択されること
を可能にするために適している。
【００１１】
　本発明は、単に一例として示されており、添付の図面を参照する以下の説明を読むこと
で、より良く理解されることが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１に示されているワークステーション１０は、移動電話ネットワークを調査し、最適
化するためのものである。
【００１３】
　ワークステーションはそれ自体で知られている方法で、調査中の移動電話ネットワーク
を表すマップを表示するように構成されたソフトウェアを実行する。
【００１４】
　したがってステーションは、情報を処理するための中央ユニット１２と、表示スクリー
ン１４と、スクリーン１４に表示されたグラフィックインタフェース１９から機能が選択
されることを可能にするキーボード１６および／またはマウス１８などのマン／マシンイ
ンタフェースを形成する手段とを含む。インタフェースは、特に表示の見え方を変更する
目的でグラフィック機能が選択されることを可能にするために適している。
【００１５】
　情報プロセッサユニット１２は、キーボード１６および／またはマウス１８から受信さ
れた情報に基づいて、データを処理し、スクリーン１４上の表示を制御するコンピュータ
プログラムが実行されることを可能にするプロセッサ２０を備える。
【００１６】



(4) JP 4732465 B2 2011.7.27

10

20

30

40

50

　さらにユニット１２は、マップの描写、およびワークステーションによって実行される
プログラムを記憶するために役立つ、ハードディスクなどのデータ記憶手段２２を含む。
【００１７】
　プログラムは特に、マップ全体か、またはマップの小さい地帯のスケールを大きくした
ものをスクリーン１４に表示するために適している。
【００１８】
　このためにマップは、表示手段１４上のマップの描写とマップの見え方との両方で、背
景２４と背景に分散された一組のシンボル２６とを有する。
【００１９】
　背景２４は、例えば陸、海、河川、交通路（ｔｒａｖｅｌ　ｃｏｒｒｉｄｏｒｓ）、市
街地、および特定の行政または工業区画を区別する、マップの範囲上の地形の３次元の形
状に対応する。
【００２０】
　背景に分散されているシンボル２６の各々は、地上に実際に存在しているネットワーク
要素に対応する。シンボルは、地上のそれらの実際の位置に対応する位置で、背景に配置
される。
【００２１】
　例えば、各シンボルは幾何学的形状の形態、および／または幾何学的形状と、背景のシ
ンボルに対応する位置で地上に存在する要素のタイプを指定する頭字語との組合せの形態
をとる。
【００２２】
　したがって複数のタイプのシンボルは、例えば移動電話ネットワークの基地局、固定ネ
ットワークへの接続ポイント、交換局、または任意のその他のネットワーク対象物を指定
するために事前に定義される。
【００２３】
　各タイプのネットワーク要素のために、所与のシンボルは複数のサイズの一組のピクセ
ルマトリックスに関連付けられる。これらのマトリックスは記憶手段２２の中に記憶され
る。したがって任意の特定のタイプのシンボルは、例えば４×４、８×８、１２×１２、
１６×１６、２４×２４、３２×３２、４８×４８および６４×６４ピクセルの寸法を有
するマトリックスの形態で記憶されてもよい。
【００２４】
　プログラムの制御下で動作するワークステーションのプロセッサ２０は、選択インタフ
ェース１６、１８および１９からユーザによって行われる選択に応じて、マップの見え方
を変更する目的で、表示ユニット１４を制御するための手段を構成する。
【００２５】
　したがって図１に示されているように、知られている方法でマップ全体がスクリーン１
４に表示される場合、制御手段は、例えば４×４ピクセルのマトリックスなどの非常に小
さいサイズのシンボル２６によってネットワーク要素が表されることを確実にする。
【００２６】
　さらに選択手段は、マップ上の定められた地帯を、前記地帯のスケールを変更する目的
で選択する可能性を含む。このスケールの変更は、選択された地帯が、マップによって先
に占められていた地帯をスクリーン１４上で占めるというものである。したがって表示さ
れるマップは、スケールの変更によって実行される拡大を用いて、表示制御手段によって
拡大される。
【００２７】
　一例として、および知られている方法で、拡大されるべき地帯は、拡大されるべき地帯
をカバーするためにマウス１８を用いてスクリーン上を動かされるボックス１９Ａによっ
て選択される。
【００２８】
　第１の実施態様では、知られている方法で、ネットワーク要素は図１に示されているよ
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うに、マップのスケールの変更と同じ比率で拡大されたサイズのシンボルによって、拡大
された画像上に表される。
【００２９】
　しがたって、最初のマップの４分の１だけが選択されるのであれば、スケールは２倍に
されることが可能であり、最初に４×４ピクセルであったシンボルは、その後８×８ピク
セルのシンボルによって表されるようになる。
【００３０】
　第２の実施態様では、本発明によって、図２に示されているようにマップの背景だけが
拡大され、背景に分散されたシンボルはそれらの最初のサイズで維持される。
【００３１】
　さらに表示手段は、ユーザがキーボード１４またはマウス１６を用いて各タイプのシン
ボルの新たなサイズを個別に選択できるようにするグラフィックインタフェース１９をユ
ーザが利用できるようにする。
【００３２】
　そのようなインタフェース１９の例は、図３に示されている。この図の中で、丸で囲ま
れた文字からなるシンボルとして示されている各タイプのネットワーク要素は、「＋」ボ
タンと「－」ボタンとに関連付けられており、ユーザがマウスを用いてボタンのうちの１
つの上にポインタを動かして、次いでスクリーン上のそのタイプのシンボルの表示サイズ
を大きくするか（＋ボタン）、または反対に小さくする（－ボタン）ことを可能にする。
【００３３】
　インタフェースはシンボルのタイプによってサイズが選択されることを可能にするので
、拡大、縮小、およびユーザによって選択されるサイズで変更されるべきシンボルのタイ
プを用いて、重要な特定のタイプのシンボルが拡大される一方で、あまり使用しないその
他のものが縮小されることを可能にする。
【００３４】
　したがって、「＋」または「－」のマークを付けられたボタンのうちの１つか、または
他方のものの上で動作を行うことによって、表示ユニット１４は、マップの背景のスケー
ルを変更することなく、および当該シンボルを動かすことなく、起動されるボタンに関連
したタイプのマップ上に存在するすべてのシンボルのサイズを変更する。
【００３５】
　シンボルサイズの変更は所定のステップで行われ、すなわち、シンボルを表示するため
に使用されるピクセルマトリックスは、「＋」ボタンが押される場合には次に大きい記憶
されたマトリックスによって、または「－」ボタンが押される場合には次に小さい記憶さ
れたマトリックスによって置き換えられる。したがって、例えば表示されたシンボルが８
×８ピクセルのマトリックスによって形成されている場合、その後そのシンボルは、対応
する１２×１２ピクセルのマトリックスを表示することによって拡大されるか、または４
×４ピクセルのマトリックスを表示することによって縮小される。
【００３６】
　ステップの中でのこのサイズの変化は、サイズを表す数値をユーザが入力するいかなる
必要性も回避する。
【００３７】
　図４に示されているように、マップの背景のスケールのいかなる変更も伴わずにシンボ
ルのサイズを大きくすることは、ユーザが様々なシンボルをよりはっきりと見ることがで
きるようにするので、マップの領域の一部を見失うことなく、シンボルを互いに区別し、
一方でこれらの様々なシンボルの間の正しい距離を維持する。
【００３８】
　マップの背景のスケールの変更と背景に存在するシンボルのサイズの変更との間の非相
関性のために、移動電話ネットワークの構成と改良とは、そのようなワークステーション
を用いてより簡単になるということが理解されることができる。ユーザによって必要とさ
れる情報に応じて、ユーザは、マップの背景の一部のロスにつながることなく、使用する
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シンボルがはっきりと現れるようにすることができるので、シンボルによって表されるネ
ットワークの様々な要素の間の距離の判断を継続することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明の設備の概略の斜視図である。
【図２】シンボルのサイズが変更されていない、図１に表示されたマップの地帯の拡大の
概略図である。
【図３】本発明のワークステーションにおけるズーム制御のためのグラフィックインタフ
ェースのスケールを大きくした図である。
【図４】図２の同じシンボルのサイズと比較してシンボルのサイズだけが拡大されている
図２のマップの拡大図である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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